名古屋情報処理センター所長時代の思い出 by 田川 光照































愛知大学情報メディアセンター － 69 － vol.22，No.1，2012
障が生じるということである。それが2000年12月に起こった。車道校舎の今はなき1
号館にあった実習室での長谷部先生の授業で，2週連続してLinuxクライアントにログ
インできないという事態が発生したのである。学期末が近づいている時期に，しかも
2週連続してのトラブルであったため，翌1月に情報処理センター副所長名で受講者に
謝罪文を出した。
　ところで，情報メディアセンターのホームページには2001年12月発行の『COM』第21
号からPDFファイルがアップされている。このCOMのPDF化は私が名古屋情報処理セン
ター所長時代に始まったものであり，語学教育研究室の紀要『言語と文化』（2001年7月
発行の第5号からPDFをホームページで公開）とともに，本学において紀要の電子化に
よる公開の先駆けとなった。
　最後に，当時の名古屋情報処理センター職員の皆さんは，課長が2000年度は藤原彰
二さん，2001年度から樋口裕嗣さん，SEとしては田中邦彦さん，長谷川尚孝さん，濱
口庸介さんがいたが，その後の人事異動により，水谷伸司さんと石原有希子さんの布
陣となった。頼りない所長であったので，この皆さんには随分ご迷惑をおかけしたこ
とと思う。
